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フ 口 チ ヤ ト

1.情 報処理システ ムとフローチ ャー ト

1.1フ ロー チ ャー トの 目的

デー タと情報 との違いは,デ ー タが この世 に存在するあらゆ るものであ るのに対 し,情 報 とは,あ る

目的を持 った人 または人 々が共通の 目的を持 って収集 したデー タの集合 をい う。た とえていえば,銚 子

沖で タイが何匹釣れた とい う新 聞の記事は,魚 釣 に興味 をもつ人に とってはあ る種 の情報であ るが,興

味のない人 にとってはた だのデー タにす ぎない。

情報処理システムとは,一 連のデータを収集 し,加 工 し,整 理 して特定の情報 に仕上げ るためのシス

テムをい い,デ ー タ処理と略称す ることもあ る。

情報処理システムにおけ るフローチ ャー トの役割は,単 な るプ ログラム ・アル ゴ リズ ムの コンピュー

タ言語へのお き替 えを図 るための もの だけでな く,そ れは コンピュー タを基礎 どす る情報処理システム

の論理構造を表現す るた めの ものであ る。

このよ うな見地か らフローチ ャー トこそ,情 報処理システムの設計において,デ ー タを記録し,伝 達

す るための最 も有効な手段 であ り,コ ンピュー タ言語によって左右 されない唯一 の標準 的な表現で もあ

る。 従 って コンピュー タに従事す る人 々は,フ ローチ ャー トによって考え,問 題を解決す る努力 をしな
●

け れ ぽな らない 。

フ ローチ ャー トとい つ言 葉は,事 務 管 理,工 程 管 理 等 様 々な分 野 で使 わ れ て い るが,こ こで い うフ ロ

ー チ ャー トとは
,情 報 処 理 シ ステ ム に 関す る もの につ い てい ってい る。

1.2フ ロー チ ャー トの種 類 と名称

現実 の情 報 処 理 シ ス テ ムの 設計 は,普 通 か な り複 雑 な 論理 的 内部 構 造 を もって い る。 した が って,そ

の 表 現 と して の フ ロー チ ャー トも当然い くつ か の 階層 的 レベ ル に分 け て 考 え られ,業 務分 析,シ ステ ム

設 計,プ ログ ラム 設 計,コ ン ピュー タ操作 手 順 書(オ ペ レー シ ョン ・マ ニ ュ アル)等,各 論 理 レベ ル に

対 応ず る フ ロー チ ャー トが あ り,そ の 名称 を次 の よ うに定 め る こ とにす る。

(1)業 務 分 析:電 子 計算 機 を特 に考 慮 し ない デ ー タ処 理 の フPt－ チ ャー ト

a.事 務 分 析 図 事務 計 算 に使 用す るフ ロー チ ャー ト ・

b.情 報 経路 図 科 学計 算 に使 用す るフP－ チ ャー ト

② シ ス テ ム設 計:電 子 計算 機 を考 慮 し たチ ー タ処 理 のフ ロー チ ャー ト

シ ス テ ム ・フ ロー チ ャー ト(SYSTEMFIowchart)

(3)プ ロ グ ラム設 計:プpグ ラム作 成 の た め の処 理 手順 を示 す フP－ チ ャー ト

a.ブ ロ ック ・フ ロー チ ャー ト(BLOCKFIowchart)

プ ロ グ ラ ム の処 理 手 順 を,ブ ロ ック ご とに 区分 して示 す論 理 的 な フ ロー チ ャー ト

b.デ ィ テー ル ・フP－ チ ャー ト(DETAILFIowc'hart)

プ ロ グ ラ ム の詳 細 な 処理 手順 を,使 用 言語 を考 慮 した上 で示 す論 理 的 な フ ロー チ ャー ト

(4)コ ン ピ ュー タ操 作:コ ン ピュー タの操作 手順 を表 示 す る フ ロー チ ャー ト

ラ ソ ・フ ロー チ ャー ト(RUNFIowchart)

ま た フ ロー チ ャー トの 機 械 的作 業 の段 階 とそ の 記述 書 類(ド キ ュメ ンテー シ ョン)の 中 で しめ る位 置

は 図2の よ うに な る。
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2.使 用 文 字 お よ び フ ロー チ ャー ト ・シン ボル の 標 準化

2.1標 準 化 の 確 立

情報 処 理 シ ステ ムの 設 計 に於 て,コ ン ピュー タを 中心 とし た全 て の入 力,出 力,デ ー タの形 式 お よび

そ れ らデー タの 処理 手続,処 理 手 順 等 の標 準 化 は大 前 提 とな る。

会社 が コン ピュー タを 導入 し,そ の 採 算 点 を考 え る ときは,こ れ らの標 準 化 が 行 な わ れて始 め て可 能

で あ る。 しか し,現 実 には 文 字 の書 き方一 つ を取 づてみ て も標 準化 されて い ない。

標 準化 を 図 るこ とは,

(1)プ ロ グ ラ ム作 成 保 守,変 更 を容 易 に す る。

② コ ン ピュー タの 機種 を変 更 す る場 合 の プ ロ グラ ム変 換 を容 易 にす る。

(3)EDP部 門 担 当者 の教 育訓 練 に役 立つ。

(4)人 事 異 動 に伴 って発 生す る プ ロ グラ ム管 理 上 の問題 点,欠 陥 を な くす こ とが で きる。

㈲EDP部 門 の 担 当者 の権 限,責 任 を 明確 にす る。

(6)EDP部 門 の 運 営管 理 を改 善 す る。

(7)費 用 の節 減:予 測が 可 能 に な る。

等 の 効果 が あ り,EDP部 門 の 運営 管 理 等 の作 業 手 業 の標 準化 と,プPグ ラ ム作 成 に と もな う方 式 の標

準 化 に大 別 で き る。

このテ キ ス トで は,作 業 手 続 の標 準化 は 他 の 機会 に ゆず り,プ ロ グラ ム作 成 に と もな う方 式 の標 準化

の うち,フ ロー チ ャー ト作 成 に必 要 な 用紙,使 用文 字,フ ロー チ ャー ト ・シ ンボル 等 の標 準 化 を 言及 す

る こ とにす る。

2.2フP－ チ ャー ト用紙(FlowChartDesignSheet)

フ ロー チ ャー ト用紙 は,A-3版,A-4版 を基 本 とし,複 写 可能 で 適 度 な 強 さを有 し・ フ ァイ リン

グの ため の用 意 が な け れば な らな い。 す なわ ち,フ ロー チ ャー ト用紙 には,そ の 用紙 の ど こか に その フ

ロー チ ャー トの 項 目(Identification)を 書 き入 れな くて は な らない。 一 般 に 索引 に便 利 な よ うに

下 段,ま た は右 端 に次の 項 目を 書 き入 れ る欄 を 印刷 す る と よい。

(1)作 業 名,ま た は プ ロジ ェ ク ト名称

(2)フ ロー チ ャー トの 名称

(3)業 務 番 号

(4)作 成 者 名

(5)作 成 年 月 日

(6)承 認 印

(7)修 正 年 月 日,氏 名

(8)頁

(9)備 考

また,フ ロー チ ャー トは縦 書 きの 場合 は上 か ら下 へ,横 書 き の場 合 は 左か ら右 に書 きあ らか じめ フ ロ

ー チ ャー ト ・シ ンボル の大 き さに合 わせ た ます 目を印 刷 し,記 入 す るす る場 合 には,後 で発 生す るプ ロ

グ ラム の修 正,追 加 な ど に備 え るた め に 適 当 な余 白が 必要 で あ る。

2.3使 用 文 字 の標 準 化'

フ ロー チ ャー トや コー デ ィ ング を行 うと きに 文字 や数 字 をは っ き り書 き・ キ ー パ ンチ ャー・ プ ログラ

マが 容 易 に理 解 で き るよ うに して おか ね ば な らない。
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表1は よく用い られ る標 準字体及び略号である。

表2は 混同しやすい文字を一覧表示 し

表3は 混同しやすい文字の書 き方 を表わ してい る。

)体字準標(類種の字文

一

〇、

ソ

ホ

ン

＼

N

セ

へ

ワ

▼

M

.

ス

フ

口

@

L

＼

つ打・を

シ

ヒ

レ

)

K

＼Z

点

サ

ハ

ル

(

9

J

Y

コ

ノ

リ

¥

〕

8

1

X

べ

ケ

ネ

ラ

=

〔

7

H

W
/

むを線

ク

ヌ

ヨ

#

〉

6

G

V

、▽

横

キ

二

ユ

*

<

5

角鋭

F

U

カ

ナ

ヤ

/
%

い

≒

.

ぺ

E

T

オ

ト

モ

音

一

"

シ
ー
ヤ

≧

3

つ汀

D

S

工

テ

メ

.

長＼音

十

?・

列

≦

2

を点

＼

C
・
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ツ

ム

＼
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濁＼半
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!̀

討
」

<

1

B

Q

イ

チ

、
、

、

＼
へ

音、濁

●

●
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デ
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号
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表1文 字の 種類(標 準字体)
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数 字 英 字 カ ナ 文 字 特 殊 記 号

06
一
〇QD

17 1 ノ !

IT 工

エ ユ コ

2 呂 二 =

4 チ

チ ケ テ

5 S

7 ク ワ ウ

8 B

97 P (

CG

EF

L レ

MN

UV

VY レ

ア マ ヤ

イ ト

シ ソ

ス ヌ

ソ リ ン

ナ メ

ル ノ レ

・,

◆ ・

・,

1?
・.

表2混 同 し や す い 文 字
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字 体 注意個所 説 明 字 体 注意個所 説 明

A . 0

B :B |は 傾斜線に添って真直に。 1'1二 1で も よい。

C C× Cで は(と 見 誤 る。 、2

D :D 1に 必ず点を入 れる。 3

E 4 4で も よい。

F 三Fは い け ない。 5

G 6 6で も よい 。

H

＼
＼、

7×7 7,7は い け ない。

1 1; 8

J J× Jは 大 き く曲 げ る こ と。 9 9で も よい。

K Kで も よい。 @ @で も よい。
'

L 1、× Lと はねては いけない。 ¥

M ¥
* ※で も よい。

N ■ ・はい け ない
。 太 き 目に

一 ×一

0 O 必ず上 に一 を引 く。 ,,×

P Pは い け ない。 / 45度 以上傾けてマスー
杯に

Q Qは い け ない。 十

R R 一一

S
×

xS ア ク セ ン トを つけ て5と 区 ((; Cと 区 別 す る こ と。

別 。 )

T 売 関節 を必ずつ ける。 #

u ∵ 大 き く曲げ るこ と。 ;

V Y 鋭 角に折 る。 :

W ↑

X <一 ー一く 一一 一一ぐ一は い け な い 。

Y Y× yは さ け る。 % %は い けない。

乞 Z× 蝶 ネ ク タイ をつ け る。

/全 て の字体 につ い て
, 直線で書け る字画

は直線 を使 うこと。

例L→L2
＼

→2
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2.4フ ロー チ ャー ト ・シ ンボル

フ ロー チ ャー ト ・シ ンボル の標準 化 は,国 際 的 にはISO(国 際 標 準化 機 構)で 検 討 が 行 な われ,

1965年10月,ISO勧 告 案_97N90が 作 成 され,我 国 もこと)勧 告案 に従 った 規格 が 多 くな っ

た。

以下,ISOに 基づいた フローチ ャー ト・シンボルの説明を行 な う。

(1)目 的

この流れ図に関する標準技 法(以 下,標 準技法 と㌧,・う)は,電 子計算機および 自動デ ータ処理 装置

な どの情報処理システムのための流れ図(FlowChart)に 用い る図解的な記号およびその表現方 法

を標準化 した ものである。

② 適用範囲

この標準技法に記載 される記号は,情 報処理 システムにおける

処理の順序

情報の流れ

の両方 を流れ 図上に表示 しようとす るもの であ って,記 号のそばに書いてあ る確 認用,記 述用,説 明

用,さ らにシステムを描写するの に絵や図面の よ うな ものを用いた絵図的な流れ図は含 まない。
J

(3)通 則

a.一 般に流 れの方向は,つ ぎの よーうにする。

左から右に

上か ら下に

上 記の原則 に反す る場合は,流 れを示す矢印を必ず 用いなけれ ばな らない。

b.2本 以上 の流れ線が集 まって,1本 になって出て行 くことができる。

c.記 号は,定 め られたテ ンプレー トの記号を使 用す る。

(4)流 れ図の記号

1処 理

この記号はあ らゆ る種類の処理機能を表わす。た とえば,情 報の値,形 ま

たは場所 に変化 を起 こす操作 または操作群の実行 を表わす。

2判 定

この記号は判定,す なわちい くつかの経路 の どれかをえらぶスイ ッチ型の

操作 を表わす。

3準 備

この言己号は プ・グラム自身を変え るよ うな命 令,ま たは命令群の変更 を表

わす。 た とえば,ス イ ッチの切換,指 標 レジス タの変更 およぴあ るルーチ ン

の初期手続 な どであ る。

4定 義ずみの処理

この記号は他の場所で定義 され名付 け られてい る数個 の操作,ま たはプ ロ

グラムステ ップか らなる処理を表 わす。 た とえぽサ ブルーチ ンであ る。
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5手 操 作

この記号は人 間の速度に合わせたあらゆるオフラインの操作 で機械の助け

を借 りない ものを表 わす。

6補 助 操 作

この記号は中央処理演算装 置の直接の制御下 にない装置で行なわれ るオフ

ライ ン操作を表わす。

7併 合

この記号は二つ以上 の集合を一つの集合 に結合するこ とを表わす。

口

▼
8抽 出

わご　 つの　 　 つ　 　 　 出す　 ▲

9照 合

この記号は併合 と抽出を表わす。 すなわち二つ以上の集合か ら新 しい二つ

以上 の集合 を形づ くることである。

10分 類

この記号は 集合をあ る順序 に従って配列 す ることを表わす。

11手 操作入力

この記号は処理中に手操作に よって,た とえばオンラインのキー ボー.ド,

スイ ッチの切換,押 しボタンな どによって,情 報を入れ る入力機能を表 わす。

12入 出 力

この記号は入出力の機能(1/0)を 表 わす。 すなわち情報を処 理可能 に

す ること(入 力),ま たは処理 済の情報を記録す ること(出 力)で ある。 こ

の記号は とくに入 出力装置を定め る必要のない場合,ま たは標準技 法で定め

てい ない入 出力装 置を表わす場合に用い る。

13オ ンライン記憶

この記号はあ らゆ る種類 のオ ンライ ンの大容量記憶装 置,た とえば磁気 テ

ー プ,磁 気 ドラム,磁 気デ ィスクを利用す る入出力機能を表 わす。

14オ フ ライン記憶

この記号は媒体の如何 にかか わらず オフラインの情報記憶 を表わす。
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15文 書

この記号は文書 による入 出力機能を表わす。

16穿 孔カー ド

この記号はパ ンチ されたカー ドによる入出力機能 を表わす。 マー ク ・セ ン

ス ・カー ド,パ ーシャル ・カー ド,ス タップ ・カー ド,マ ークスキ ャン ・カ

ー ドな ども含む
。

17カ ー ド・デ ック

この記号はパ ンチ されたカー ドの集 まりを表 わす。

18カ ー ド・ファイル

この記号はパ ンチ されたカー ドによる記録の集 まりを表わす。

19穿 孔テー プ

この記号はパ ンチ された紙テー プに よる入出力 機能 を表 わす。

20磁 気テー プ

この記号は磁気テープによる入 出力機能を表わす。

21磁 気 ドラム

この記号は磁気 ドラムを媒体 とす る入出力機能 を表わす。

22磁 気デ ィスク

この記号は磁気デ ィスクを媒体 とす る入出力機能 を表わす。

23磁 心

この記号は,磁 心 を媒体 とす る入出力機能を表 わす。

24表 示

この記号は処理中,人 に知 らせ るために,オ ンライ ンの表示子,ビ デオ装

置,操 作 卓の印刷機,プ ロッタな どで情報 を表示す る入 出力機能を表わす。

25流 れ 線

この記号を結 びつけ る機能を表わす。

26並 行処理

この記号は二つ以上 の同時操作の開始 または終 了を表わす。

-50一

〔

言

○

「]



27通 信 接 続

この記号は情報を通信醐 よ・て健 す・人助 機能≡ 砿 一 ミ ＼

28結 合 子

・の記号は流れ図の他噺 一の出・また・鋤 鍋 からの入・を玩 ○ ワ

29端 子 ・割込

・の記号は流れ図の端子を衰滅 た・え・工 開始馳 中断 遅延・ま ⊂=)

たは割込を示す。

30注 釈

、蕊 ㌶ ≡ 一 す=一 こ・がらを… す[

(5)使 用 方 法

1流 れの方向

流れの方向は,原 則 としてつ ぎの ように とるもの とす る。

左か ら右へ

上か ら下へ

ただ し,つ ぎの例 のよ うな場合は,こ の原則に一致 しな くともよい。

例;(イ)斜 線 を使用す る場 合

(p)ル ー プ を持つ 場 合
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2矢 印 表 示

流 れの方向 を示 す矢印は,1の 原則 に合 う場合 には矢印 を省略 して もよい。流れ図を明らか にす

る場合 には矢印をつ けた方が よい。

矢印は流れ線の先端 に付 け るもの とす る。 ただ し,つ ぎの場合には矢 印の流れ線の途 中に付 けて

もよい。

a流 れ線の先端付近の記入密 度が高い場合。

b流 れ線が折れ曲って長い場合。

3流 れ線の交 さ

流れ線を交 ささせ る場合 には,つ ぎの ように表わす。

4流 れ線の結合

2本 以上の流れ線 を結合 させ る場合 には,つ ぎの例の よ うに,一 つの流れ線 に結びつけて表わす。

例;行 い(ロ)^内

5流 れ線の分 岐

a

1つ のシンボルか ら多数 の流れ線 を分岐す るときは,つ ぎの 例のωの よ うに表わす。

とくに流れ線が多い 場合 には,例(ロ)の よ うに表わす。

例;㈲(ロ)
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b判 定 によって二 方向に分 岐す る場合 で,と くに分岐方向(行 先)を 指定 されない ときは,与 え

られた条件が満た された場合 には下,条 件 が満た されない場合 には右に行 くこ とを暗黙の うちに

規定す る。

例;U)ω では,も し1=0な らぽ①へ,

そ うで なければ②へ行 くことを示

してい る。

(ロ) (P)で は,も し1≒0な らば ①へ,

そ うで な けれ ば②へ 行 くこ とを 示

して い る。

6記 号 にともな う情報 の記述

記号 にともな う情報 の記述は,記 号の流れの方向にかかわ らず 左か ら右へ,ま た上か ら下に読む

よ うに書 くもの とす る。

7注 釈

流 れ図上 で注釈が必要な場合 には,該 当す る記号または流 れ線 に注釈記号 を使用 して示す。

例;

今 日,更 新 す るべ き

[ア ブ ・デ ー ト ・ カ ー ド

8記 号の位 置座標表 示

記号の位 置座標 を記入す る場合 には,そ の記号の右上に座標をつ ぎの例のように表わす。座標 は,水

平方向,垂 直方 向の順に書 くもの とす る。
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例;

F

G

1234

9前 後照会の表示

流れ図の論理上 の前後照会のつ なが りを表示す る場合は,標 識をその記号の左上 につ ぎのよ うに

表 わす。

例;㈲ 回

10接 続
.例;

aペ ー ジ内接続

ページ内接続で流れ線

の交 さが複雑 にな るときD

はペーージ内結合子(コ ネ

ク タ)を 使用 し,記 号内

Eに互いに共通 した標識を

記入す る。標識には,飛

び先の結合 子の座標 を用
F

いる。

もし二つ以上の場所か

ら飛んで入 る場合 には結G

合子の右上 にそれらの場

所の座標をつ ぎの例の よ12345

うに列記す る。

b他 ペー ジ接続

流れ線を他ペー ジに接続 する ときは,他 ペー ジ結合 子(コ ネク タ)を 使用 し,記 号内に互いに

共通 した標 識を記入す る。 標識 には飛び先のペー ジと飛び先の結合子の座標を用い,記 号内の上

段に座標 を記入す る。 もし二つ以上のペー ジか ら飛んで入 る場合 には,結 合子の右上 にそれらの

ページ と座標をつ ぎの例のよ うに列 記す る。

ΨDDA
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例;

(2ペ ー ジ

5 6

F

G

F

G

1 2

ペ ー ジ)

c結 合 子の方向

と くに,座 標のない流れ図用紙 に書 く場合 には,つ ぎの例 の ように結合子 に方向をつ ける。

例;

11記 号の形

記号の大 きさは原則 としてテ ンプ レー トに示 された大 きさに従 う。

12複 合記号

表現 され る情報が多種の ものであ ることを示す必要のあ るときは,つ ぎの例のよ うに複合 された

形で表わ して もよい。

例;㈹(ロ)内

カー ドC

カ ー ドB 一

カー ドA 一

マ ス タ ー

フ ァイル

3フ ローチ ャー トの例

フ ローチ ャー トはその 目的で明 らかに した ように,コ ンピュー タを基礎 とす る情報処理システ ムの論理構

造を表 現す るための ものである。いいかえれば,我 々のよ うにコンピュー タの仕事に従事する者は,フ ロー

チ ャー トで考 えるとい う習慣を身につけね ばならない。次に フP－ チ ャー トの例 として,昭 和44年 度 に行

なわれた情報処理技術者認定試験 の第2種 一 問1か ら問4ま での問題を便宜上 事務計算,科 学計算 に分けて

解説す る。

しかし,こ のテキス トでは問題 の掲載に とどめ,解 説は 当日黒板で行な う。

3.1事 務手続

(1)問 題1

1月1日 を1と して,1年 間を1か ら365の 通 し番号で表わす とす る。 下図は入力された数値が,
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個 月何 日で あ るか を調 べ,プ リン トす る プ ロ グラ ムの 流 れ 図 であ る。 この 流 れ 図 につ き次 の 間 に答 え

よ。

a1968年1月1日 を1と し,同 年 お よび翌 年(1970年)の2年 間 を 通 して,こ の プ ログラ

ムが 利 用 で きる よ うに 拡張 したい。 流 れ 図を 変更 せ よ。 な お,結 果は 年 月 日を プ リン トす る こ とと

す る。

bも との フ.ロ グ ラ ムを,曜 日も プ リン トす る プ ログ ラ ム に したい。 流 れ 図 を変更 せ よ。 な お,1969

年1月1日 は水 曜 日で あ り,下 記 の よ うな曜 日の表 が,番 地YOBIか ら1語 ず つ 順 次 入 ってい る

もの とす る。

YOBIWED

YOBI+1THU

YOBI十2FR

YOBI十3SAT

YOBI+4UN

YOBI十5MON

YOBI十6TUE

(注)流 れ 図 の変 更 方 法は,次 の例 に した が うこ と。

例1③ の内容 を訂正す る場合

③

A>365

例2② と③の間に挿入す る場合

②

内容記入

Ψ条件 記入

条件記入内容〉

甲

1`

内容記入 内容記入

③

④

一

を◎ と訂正

どこに何が入 るか とい う前後関係か,

は っきりわかるよ うに示す こ と。
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エ フ 　

と印 刷

MとDの

プ リン ト

入力デー タ

Aを 読む

③

A>365

④

月 のカウンタM

に1を セ ッ ト

記 号 説 明

A:入 力チー タ

M:月 を表わす整数値

D:日 を表わす整数値

B:作 業用

DN:各 月の 日数 を入 れた12個

のデー タ群の先頭番 地

DN 1

8

1

0

1

0

1

1

0

1

0

1

3

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

DN(M)はMに よ るDNの

修 飾 を表 わす 。 例 えば

DN(1)=31

DN(6)=30

(3)問 題2一

商 品 番号 につ い て,分 類 済み(昇 順)の カー ドフ ァイル を 読 み,チ ェ ソク リス トを 印 刷 しな が ら磁

気 テー プ上 に 出力 し たい 。

次 の条 件 に したが って プ ログ ラム の流 れ 図 を作 成 せ よ。

1.商 品 番 号 が 等 しい カ ー ドについ て は,最 初 の1枚 を有 効(正)と し,2枚 目以 降 は 誤 りとす る。

2.配 列 誤 りの場 合 には,あ とのカー ドを誤 りとす る。.

3.磁 気 テー プ上 に は,カ ー ド1枚80桁 を1ブ ロ ック として 出力す る。 た だ し6誤 りのカ ー ドは 出

力 し ない 。 ・

4.チ ェ ソク リス トには す べて のカ ー ドを 印刷す る。 カー ド1枚80桁 を そ の まま1行 とす る。 誤 り

のカ ー ドにつ い ては,1司 一 行 の81桁 目か ら'ERROR'の 文 字 を識 別 コー ドと して 印刷 す る。

5.正 しい カ ー ドと誤 りカー ドの枚 数 を,別 々に数 えて処 理 の終 りに印 刷す る。

6.流 れ 図の ボ ック ス の個 数 は,15個 程 度 の詳 しさ とす る。
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カー ドの形 式

/ 商

品

番

号

商

品

名

仕

入

単

価

販

売

単

価

売
上
予
測
数
量

売
上
実
績
数
量

一 一 }一 一
6桁 6桁 20桁 4桁4桁3桁5桁 5桁

項 目

商 品 番 号

商 品 名

仕 入 単 価

販 売 単 価

売上予測数量

売上実績数量

名 前(ラ ベ ル)

HINBAN

HINMEI

STANKA

HTANKA

YOSOKURYO

URIRYO

上記の項 目全体 に対 してつ けた変数名はCRECと す る。

3.2科 学 計 算

(1)問 題3

1と 自分 自身 以 外 では 割 り切 れな い 自然 数 を素 数 とい う。1か ら500ま で の 間 の素 数 を求め るこ

とに し よ う。 一 つ の 方 法 として,500個 の 整 数 配 列 を 考 え,A(1)に1を,A(2)に2を,A(3)に3を

A(500)に500を 入 れて あ る もの とす る。

まずA(1)の 内 容 を0と し, 始

次 に そ の配 列 要 素 の 中の2

以外の2の 倍数 の数値をす

べて 「0」 で おきかえ る。

次に3以 外の3の 倍数をす

べて 「0」 でお きか える。

以後,残 った数値の うち小

さい ものか ら順 に,そ の数

以外の倍数を それぞれ 「()1

でおきかえて ゆ くと,最 後

に0に な って いない ものが

すべて素数である。

a次 の流れ図は,こ の方

法で素数を求め,印 刷す

るものであ る。空のボ ッ

クスを埋め,完 成せ よ。

b別 の方法 で1か ら500ま

での間の素数 を求め,印 刷

する場合の流れ図を作成せよ。

Aの 要素の中で
0で ない ものを
プ リント

0→A(1十J)

1)≧皿
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(4)問 題4

長 円(ダ 円)ax2+∂ 躍y+cy2=dと,直 線y=mxの 第1象 限 にお け る交 点 を求 め るプ ログ ラ ム

の流 れ図 を 作成 せ よ。 入力 デー タ と してはa,b,c,dが 一 組 にな って 与 え られ る。 また,mは,

m-・ …(…;)で 与 え られ,・ は'・.か ら75.ま で15.お き に 講 ず ・ もの ・す ・・ 最後 の

デー タはa,b,c,dが す べ て ゼ ロに な っ てい る。

な お,交 点 の 座標 は

己
躍=

a+bm+仇2

y=mx

で 与 え られ,b2-4ac<0で,か つ,aとbが 同符 号 で あ る こ とが,長 円(ダ 円)で あ る ことの必

要十 分 条 件 で あ る。 も し,入 力デ ー タが この条 件 を 満足 しなけ れ ば,そ の こ と を印 刷 し,次 の デー タ

に移 る こ と とす る。

(注)流 れ 図の ボ ック スの 個 数は20個 前 後 とし,入 出力 に関 して は下 のボ ック スを そ の まま利 用 せ

よ。

α,ゐ,己

の 読 み 込 み

NON

ELI、IPSE

と 印 刷
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